
令和５年３月 

あったかハート推進週間の振り返り（年間） 

 

 

 今年度の「あったかハート附属っ子」の取組を振り返り、Google Forms で回答しました。 

質問① 自分の「あったかハート」は大きくなりましたか？（一つを選択） 

    □ とても大きくなった 

    □ 少し大きくなった 

    □ 変わらない 

質問② 質問①で答えた理由を書きましょう。（記述） 

 

質問① 自分の「あったかハート」は大きくなりましたか？ 

 

 

質問② 質問①で答えた理由を書きましょう。 

【１年生】 

・高学年や中学年の人が優しくしてくれたからです。 

 ・あったかハート集会で、たくさんの２年生と友達になれたからです。 

 ・前よりも、みんなで助け合っている感じがするからです。 

 ・前よりもっと友達と仲良くなれたり、友達が増えたりしたからです。 

 ・優しい言葉で自分の気持ちを伝えることができるようになったからです。 

【２年生】 

・誰かが困っているとき、１年生のときよりもたくさん心配することができたからです。物を大切に

することもできました。 

・みんなのことを考えて、手伝ったり、声をかけたりすることができたからです。 

・前よりも、相手の気持ちを考えて行動することができるようになったからです。 

・悪い言葉を言わないようにしたり、言葉遣いに気を付けたりするようになったからです。 

・あったかハート集会で、話したことのなかった１年生に自分から声をかけることができたからです。 



【３年生】 

 ・みんなと触れ合うことが、前よりも楽しいと感じるようになったからです。 

 ・前よりも、みんなとの仲が深まったと感じているからです。 

 ・下級生にたくさん声をかけることができるようになったからです。 

 ・周りの人に、思いやりのある行動をとることができるようになったからです。 

 ・相手に少しきつく言われたときでも、思いやりの気持ちをもって話そうとすることができるように

なったからです。 

【４年生】 

 ・今まであまり仲のよくなかった友達と仲良くなることができ、仲がよかった友達ともっと仲良くな

ることができたからです。 

 ・相手の気持ちを自分なりに考えたり、相手に伝わるように話したりすることができるようになった

からです。 

 ・優しい気持ちについて考えることをとおして、心の幅を広くすることができたからです。 

 ・最近は、自分のことよりも他の人のことを思って行動し、おせっかいなときもあると思います。で

も、「ありがとう」とよく言われて嬉しいので、心が成長していると思います。 

 ・３年生のときは腹が立ったことも、４年生になったら「別にいいか」と思えるようになりました。

相手を思いやれるようになったからだと思います。でも、まだ時々は腹が立つことがあるので、も

っと広い心になりたいです。 

【５年生】 

 ・道徳の話合いをとおして、本当の親切について学んだり、相手がどのような気持ちになるか、じっ

くり考えたりしたからです。 

 ・自分の考えを、周りに流されたり、いい人と思われたいという気持ちで言ったりするのではなく、

本当にどう思っているのか、正直に言うようになったからです。 

 ・本当の親切やいじめの怖さなどについて学び、よく考えることができました。また、友達や家族だ

けでなく、見ず知らずの困っている人にも、あったかハートの心で優しく接することができたから

です。 

 ・５年生が始まったときは、「新しい友達ができるだろうか」「いじめにあわないだろうか」などと考

えていました。でも、あったかハートの授業が始まったら、共感できるお話の登場人物が現れて、

参考にすることができました。毎回のあったかハートの授業が楽しみになりました。 

【６年生】 

 ・１年間を通してあったかハートに触れ、下学年との交流も行いました。最高学年として、思いやり

をもつことが必要であり、自己中心的な考え方をしないことが大切だと学びました。 

 ・以前に比べて、友達とのトラブルが減り、仲良く楽しく過ごすことができたからです。 

 ・道徳の授業や、学級での話合いをとおして、今まで自分になかった考えを聞き、自分のあったかハ

ートを大きくすることができたからです。 

 ・道徳の授業をとおして、思いやりの気持ちをもてるようになったと思います。友達、家族、近所の

人にも感謝の気持ちをもって接するようになりました。思いやりの気持ちをもって接すると、周り

の人だけでなく、自分も温かい気持ちになれると思います。新しく始まる中学校生活でも、小学校

で学んだことを生かし、新しい友達にも思いやりの気持ちをもって接していきたいです。 


